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〔話題〕 AIDS 
一一一AcquiredImmune Deficiency Syndrome-一一 
1981年夏に米国 Atlanta市にある CDC(Centers for 
Disease Control)は米国の大都市に生む詞性愛男性の死
亡届の数が増加してきたことに気付いた。早速調査した
ところ，彼らの間に Kaposi肉腫が発生してお予，急激
な経過を辿って死亡していることが判明した。このため 
CDCは米菌塁師会に対して腎性愛男子関の Kaposi肉
腫の流行について警告を発した。 
Kaposi肉腫は特発性多発性出血性肉麗ともいわれて
いる。結錘形紐抱の増殖と毛細血管の増生を特徴とする
血管腫様腫癌で，肉麗という言葉が用いられてはいる
が，真の悪性運蕩と考えていない学者が多い。この疾患
はユダヤ人やイタヲア人など告人の老人の下技に好発
し，赤福色の浸、溝局面として多発し，結節状となって20
年近い慢性の経過ののち死亡することが知られている。
アフリカ諸富の黒人の間でも， ヨーロッパの白人と同じ
ような経過をとる Kaposi肉腫があり，全悪性麗療の 3 
-9%を占める迂ど多いといわれている。しかし1980年
代に米霞の大都市にいる同性愛男性に流行している Ka-
posi肉腫は下鼓のみならず，頭頚部やf本幹にも好発し， 
2年以内に70%が死亡するという急激な経過を示してい
る。 
1981年12月訪日号の NewEngland Journal of Me-
dicineに搭載された 3編の論文は米軍大都市の同性愛男
性には玄aposi肉撞のほかに  Pneumocystiscarinii肺
炎，粘膜カンジダ症，紅函慢性単純性撞惑など，いわゆ
る日和見感染症が多発していることを報告している。さ
らにこれらの患者が上記の Kaposi肉彊や日和見感染症
の発生する背景には AcquiredImmune Deficiency S. 
yndrome (AIDSと略す)が存在していることを証明し
ている。その後急速に AIDSの症例が増加してお予， 
1983年 3月には米国での症例が12∞倒を超えて， 33のチN
に及んで、いる。さらにヨーロッパ諸冨からアフリカの一
部の国でも AIDS症例の出現が報じられている。米国
における AIDSの死亡率は高く， 30%内外に達してい
る。また米軍における Kaposi肉腫は 300例以上になっ
ており，その死亡率は70%にもなっている。
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その後米国では AIDSが向性愛男性のほかに静訴注
射による麻薬常用者にも発生し，さらに血柴より抽出し
た第理因子の投与を必要とする血友病Aの患者にも起っ
てきた。このように AIDSが同性愛による紅門性交，
汚染された注射器，病涼鉢を含む血液製荷などにより感
染する方式は B型肝炎に類叡することが明らかになって
きた。さらに売春婦にも，また AIDSに権患した母親
から出生してきた新生児にも AIDSが発症したことが
報告された。またハイチの移民たちの間にも AIDSが
出現した。
このように AIDSが惑染によって起ることは確実と
なったが，その病原体はまだ明らかになっていない。病
原体として考えられているものにはサイトロメガロワイ
ルスがあり，その他にも Epstein-Barウイルスもあげら
れている。 AIDSの潜伏期間は15カ月にも及ぶといわれ
ている。症状としては全身議怠，集中力の滑失，下痢，
発熱，全身のりンパ節の題目長，血沈充進のほか， helper 
/suppressor T cell ratioの逆転を含む細胞性免疫不全が
認められているが，液性免疫は正常である。さらに  
Kaposi肉腫や悪性 Pンパ腫のような悪性撞蕩，あるい
は Pneumocystiscarinii 肺炎，播種聖単純性撞疹，非
定型的抗酸菌感染症，粘摸皮膚カンジダ症， トキソプラ
ズマ症など各種の日和晃感染症を併発してくる。 
AIDSの治療には細抱性免疫不全の改善の試みが行な
われているが，まだ適到な方法が見つかっていない。イ
ンターフェロンが用いられているが，なお十分な効果が
鐸られていない。 Kaposi I有腫や悪性りンパ援に対して
は抗腫蕩弗iによる治療が行なわれているし，また各護の
日和見感染症に対してもそれぞれの治療が実蒐されては
いるが，背景に島る AIDSのために十分な治療効果が
得られていない。 
AIDSの予i誌にはまず患者の隔離が必要である。さら
に接触者の観察，患者に装用した注射器の廃棄，患者と
接触者からの血液製剤の製造の禁止など B型肝炎の予訪
対策と同じである。 
AIDSは 1983年のうちにも症例の増加が予想されて
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いる。ピノレの援用による妊娠からの謂放? さらに同性愛 不敵の挑戦をいかなる手段で解決していくのか，今後の
の公認と進んで、きた米匿における性の開放泣 AIDSと 動向に注冒していきたい。
いう新たな疾病の発生により大きな綾蕗に立たされてい (昭和58年 4月2713受付)
る。現代歪学が今昌のミステリーともいうべき AIDSの
輸血後肝炎の発生を抑制・"
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輸血 1週間前より輪車 2逓慎後まで強ミノ C40mlを連日静注した群の輪車後
好炎発生は171例中29例(17%)で，プラセボ群の165鰐中41例(24.8%)に比し低
率であることが，存意の差で器められた。
また，強ミノ CI土，非B型輪血後肝炎の潜伏期の短いもの〈慢性化しやすい
もの)に対し発生予訪効果のあることが認められた。
輸血後肝炎発生抑制機序としては，強ミノ Cのインターフェモロン誘起作用が
関与していると考えられている。
(臨床評舗 8，197，1980) 
聾グリチルリチン製奔i
強力材ミ177ーゲ'l'l-
包装 20ml X 5管，20ml X30管
文献進呈 tfJit鐙ミノファー ゲン製薬本舗 (〒160)東京都新宿区西谷3-2-7 
